
１.　主催 上越ソフトバレーボール連盟  

２.　開催期日 令和７年９月７日（日）

３.　日程 開 館 ８：００ （大会役員、コート当番集合）

受 付 ８：１５～

代表者会議 ８：３０～

開 会 式 ８：４５～

競 技 開 始 ９：００～

４.　会場 上越市総合体育館

上越市木田1丁目17-33

５.　競技種別 Ａ．フリーの部

Ｂ．トリムの部

Ｃ．シルバーの部

６.　参加資格

（１） ソフトバレーボール愛好家。

（２） 競技規則の遵守、相互審判に対応できるチーム（公式記録となります。）。

７.　競技規則

（１）

（２）

（３） チーム構成は、監督１人、競技者４人、交代競技者４人の計９人以内とする。

Ａ．フリーの部（１８歳以上の一般社会人）

競技中コート内には原則として男女各２人が存在（女性は２人以上可）すること。

Ｂ．トリムの部（４０歳以上）

競技中コ－ト内には４０歳以上の男性と女性が各２人が存在すること。

女性については２人以上可、コート内合計年齢が１６０歳以上であること。

Ｃ．シルバーの部（５０歳以上）

競技中コ－ト内には５０歳以上男性と女性が各２人が存在すること。

女性については２人以上可、コート内合計年齢が２００歳以上であること。

※

（４） 年齢基準日は、令和８年４月１日現在とする。

（５）

（６） 上記以外で特別に競技規則を設ける場合、プログラムに記載し代表者会議で説明する。

第23回中山杯上越ソフトバレーボール選手権秋季大会

開　催　要　項

「開催要項」を適用し、公益財団法人日本バレーボール協会制定の｢２０２５年度版ソフ
トバレーボール競技規則｣を準用する。

監督は競技者を兼ねることができるが、その場合は選手名簿にも記載を行い、競技者が
８人を超えて選手登録はできない。

ゼッケンは№１～９９までとし、胸部と背部に誰もが見やすく、わかりやすい表示であ
ること。

年齢制限がある競技種別（Ｂ.及びＣ.）の女性について、年齢基準に達してなくとも、
コート内の合計年齢を満たしている場合は出場可とする。

本大会の使用球は、公益財団法人日本バレーボール協会検定のソフトバレーボール球
（ミカサ社製：円周７７～７９ｃｍ、重さ２００～２２０ｇ）とする。



８.　競技の方法

（１）

（２）

（３）

９.　表　　彰 各競技種別の順位戦の上位１位から３位までを表彰する。

10.　その他注意事項　　

（１） 審判担当者は、各自でホイッスルを準備する。※電子ホイッスルは不可です。

（２）

構成メンバー表に記入がない、変更承認がない場合は、出場が認められない。

（３）

（４） 各自で十分な準備運動を行い、ケガや負傷の防止、体調管理に努めること。

（５）

11.　参加費 ３，０００円

※ 上越連盟所属チームおよび連盟所属混成チームは２,０００円となります。

※ 大会当日に受付にてお支払いください。

12.　申込締切 令和７年８月１８日（月）１７時厳守

13.　申込方法（下記のいずれかの方法によりお申込みください）

（１） 所定の参加申込書に必要事項を記入しＥ-ｍａｉｌにて申し込む。

＜申込先＞ 上越ソフトバレーボール連盟　（総務委員長）荒井　一寿　宛

Ｅ-mail（メール）　　svb_joetsu@yahoo.co.jp

※

（２） 連盟ＨＰに掲載されているURLもしくは下記のQRコードから申し込む。

（どちらもGoogleフォームへのリンクとなっています。）

申し込み受諾の返信を行いますが、返信にお時間をいただく場合があ
りますのでご了承ください。

申し込み時の選手等に変更が生じた場合は、構成メンバー用紙（当日配付）に修正内容
を右欄に記入して、代表者会議終了後に競技委員長へ提出、承認を得ること。

参加チーム数等により予選リーグ、順位決定戦、交流戦を行う。試合は全て追い込みと
する。当日配布のプログラムに基づき、代表者会議等にて説明を行う。

審判は各チームにおいて相互審判制をとり、審判担当表に基づいて各チームで担当し、
主審、副審、線審２人、記録員、点示員を選出してこれにあたる。

大会の組み合わせは本大会役員が抽選を行い、ホームページ（ＨＰ）に掲載する。
※組合せ表は送付いたしません。
　大会１週間前を目途にＨＰに掲載しますので、必ずＨＰ上でご確認ください。

公共施設を利用するため、指定場所以外での喫煙や飲食の禁止、その他館内の使用規則
を遵守すること。持ち込んだ物は個人又は各チームで管理し、紛失や盗難防止に努め、
放置しない。また、不要物やゴミ等は必ず持ち帰りを徹底すること。

大会申込書を基に、当連盟で当日のみ有効のスポーツ損害保険に加入（当日変更の登録
選手は除く）する。また、試合中のケガや負傷、病気については、大会本部は応急措置
の他は一切の責を負わないものとする。


